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助成活動名 誰もが安心して暮らせる施設（民間シェルターを含む）の運営事業 2023 

助成額      50万円 

活動内容 

目的 

コロナ下でのひとり親家庭や子育て家庭の貧困はひっ迫し、生活様式の変化による DV
の増加、面前 DV等の虐待による被害児童の増加が課題となっている。コロナが終息し
たとされる現在、当法人主催の「子育て広場」や「子ども食堂」等では、物価高騰のあお
りを受けて、生活の苦しさを語る家庭も増えている。母子が安心して生活の立て直しを
考えることのできる居場所や、住まいの提供が急務である。しかし、緊急避難ができ、そ
の後の自立した生活への伴走支援が受けられる場所は限られている。場所の提供だけ
ではなく、寄り添い支援の必要を痛感している。ゆえに、365日 24時間対応できる仕
組みや拠点をつくり、対象者一人ひとりに寄り添う伴走支援を実施していきたい。また、
ストレスの多い現代、子育て中の人を含めた多くの人が安心できる居場所や話を聴いて
もらえる場所を求めている。さらに、外国籍を持つ方々の相談も受けることもあり、そうし
た地域の誰もが来場できる子ども食堂・子育て広場・しゃべり場」などを開催すること
で、孤立を防ぎ、地域全体の福祉の向上に努めていきたい。 

内容 

施設の 2階は、シェルタ－として緊急避難場所２世帯分の個室を確保し、１階は共用施
設として「子ども食堂・子育て広場・しゃべり場」等、地域に開放し、多様な人々が顔を合
わせ情報交換もできる場とする。また 1階は、緊急避難されている人がリビングとして食
事し、会話し、自立への相談支援の場ともなる。子どもと子どもを育てている人、及び地
域の人が安心して生活を送る一助としての「子ども食堂・子育て広場・しゃべり場」は、
相談や気づき、憩いの場としての機能をもち、新たな生活を選ぶ方々には安全安心なシ
ェルタ－機能・自立支援のための寄り添い支援の機能を有し、自立後も気軽に訪問でき
る場所として「子ども食堂・子育て広場・しゃべり場」に加え、フード＆ライフドライブのよう
な困窮家庭等への物資の配布拠点の機能も備える、多機能型の子育て支援施設を整
備し、運営する。 

当初の
計画か
らの変
更点 

特にありません。 

成果 

実績としては、子育て広場・子ども食堂・しゃべり場」を年間 96回開催し、延べ 685人
の参加があった。（子育てひろば：62回・子ども８２人・おとな８０人、みんな食堂：２２回・
子ども２９５人・おとな 224人、ほっとカフェ（しゃべり場）：12回・4人、合計：9６回 ・６
８５人）さらに、フード＆ライフパントリーを 2回開催し、２０世帯・７７人の方に物資とお弁
当配布を実施。シェルターは、問い合わせがいくつもあったが、２組が利用されるに留ま
った。  

今後の課題と対
応策 

現在、マルナカ平井店さんで集められたフードドライブの品々を１か月に１回いただいていて、みん
な食堂や子育てひろばで、利用者さんにお渡ししていたり、お申込もあった方にフード＆ライフパント
リーで物資をお渡ししていたりするが、そこから聞こえてくるのは、現在の物価高での食材を含めた
必需品の購入の厳しさである。特に年度初めは、進学進級に係る費用負担の重さである。生活全
般を支えることは難しいが、引き続き、食堂・ひろば等の開催で、お渡しできるものをお渡ししていき
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たい。また、その後苦労の話にも耳を傾け、子育ての不安や夫を含む周りの人との葛藤のしんどさに
も耳を傾け、少しでも日常の生活にこころのゆとりが持てるよう、地道な活動を続けていきたい。 
そのためにも、来年度は、ランチの日も開催したり、夏休み等の長期休みに子どもたちが食事を作
ったり、親子で集って、食事をしたりする日も計画していきたい。 
今年度は、シェルターの稼働がほとんどなく、そちらに必要な費用がほとんど使うことなく１年を終
えたが、実際に稼働していれば、そこに係る人件費の捻出に困難を抱えた状態となる。２０２４年度よ
り、岡山県女性相談支援センターとの DV等の被害女性に関する一時委託の契約を結んだことか
ら、委託事案に関しては、日額が支給されることになったので、そちらを利用して、活動を広げていき
たい。 
 

写真の提出 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 



 


